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商工女性は今

補
助
金
、
健
康
、
起

業
家
体
験
談
、
保
険
、

若
い
層
を
タ
ー
ゲ
ッ

ト
に
し
た
少
人
数
で

の
業
種
・
年
齢
等
別

セ
ミ
ナ
ー
な
ど
様
々

な
声
が
上
が
っ
た
。

　
ま
た
、
今
後
の
女

性
部
活
動
を
効
果
的

に
実
施
す
る
た
め
、

常
陸
太
田
市
商
工
会

女
性
部
員
の
髙
橋
美

紀
さ
ん
（
Ｗ
Ｄ
（
ダ

ボ
デ
ィ
））
に
「
効
果

的
な
情
報
発
信
の
ポ

イ
ン
ト
」
を
テ
ー
マ

に
講
話
し
て
い
た
だ

き
、当
会
女
性
部
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
に
向
け
た
各
種

提
案
な
ど
を
熱
心
に

聞
き
入
っ
て
い
る
様

子
が
見
受
け
ら
れ
た
。

地
域
の
魅
力
再
発
見
～
魅
力
度
ラ
ン
キ
ン
グ
最
下
位

茨
城
県
か
ら
の
ご
提
案
～

増
田
さ
ん（
古
河
市
）が
最
優
秀
賞

女性部
主張発表会

　
県
商
工
会
女
性
部

連
合
会
で
は
、
２
月

10
日
に
、
水
戸
プ
ラ

ザ
ホ
テ
ル
に
お
い
て

第
18
回
茨
城
県
商
工

会
女
性
部
主
張
発
表

大
会
を
開
催
し
た
。

　
今
回
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
防
止
の
観
点
か

ら
３
密
防
止
に
向
け

た
様
々
な
対
策
を
講

じ
、
参
加
人
数
も
制

限
し
て
開
催
。
ま
た
、

初
の
試
み
と
な
る

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
配
信

を
行
い
、
参
加
で
き

な
い
部
員
に
も
生
ラ

イ
ブ
で
視
聴
で
き
る

よ
う
に
実
施
し
た
。

　
主
張
発
表
は
、
県

内
各
ブ
ロ
ッ
ク
代

表
の
大
森
有
紀
さ

ん
（
大
子
町
）「
継

続
し
て
い
く
と
い
う

こ
と
」・
田
村
美
穂

子
さ
ん
（
小
美
玉
市
）

「
キ
ラ
キ
ラ
女
子
増

殖
計
画
　
こ
れ
が
わ

た
し
の
シ
テ
ィ
ー
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
」・
菅

谷
静
枝
さ
ん
（
潮
来

市
）「
魅
力
あ
る
女

性
部
を
目
指
し
て
」・

高
野
喜
代
子
さ
ん

（
つ
く
ば
市
）「
子
供

た
ち
に
ハ
ン
カ
チ

を
」・
大
竹
洋
子
さ

ん
（
龍
ケ
崎
市
）「
次

世
代
に
願
う
事
」・

増
田
恵
美
さ
ん
（
古

河
市
）「
地
域
の
魅

力
再
発
見
　
魅
力
度

ラ
ン
キ
ン
グ
最
下
位

茨
城
県
か
ら
の
ご
提

案
」
の
６
名
の
方
々

が
日
頃
の
思
い
を
主

張
発
表
し
た
。

　
厳
正
な
審
査
の
結

果
、
最
優
秀
賞
に
は

増
田
さ
ん
、
優
秀
賞

に
は
高
野
さ
ん
、
優

良
賞
に
は
大
森
さ
ん

が
選
ば
れ
、
そ
の
他

の
方
々
に
は
敢
闘
賞

が
贈
ら
れ
た
。

　
増
田
さ
ん
は
、
茨

城
県
が
魅
力
度
ラ
ン

キ
ン
グ
最
下
位
と

な
っ
た
現
状
・
原
因

分
析
を
行
い
、
地
域

の
魅
力
的
な
観
光
資

源
を
最
大
限
に
活
用

し
た
体
験
型
の
Ｆ
ａ

ｒ
ｍ
＆
Ｄ
ｉ
ｎ
ｉ
ｎ

ｇ 

農
園
ガ
ス
ト
ロ

ノ
ミ
ー
ツ
ア
ー
を
企

画
、
女
性
部
一
丸
と

な
っ
て
活
動
し
た
事

業
内
容
を
発
表
。
最

優
秀
賞
の
受
賞
と

な
っ
た
。

　
本
年
７
月
６
日
に

開
催
さ
れ
る
関
東
ブ

ロ
ッ
ク
交
流
研
修
会

（
山
梨
大
会
）
に
本

県
代
表
と
し
て
出
場

し
発
表
す
る
。

　
県
商
工
会
女
性
部

連
合
会
は
、
商
工

会
女
性
部
部
長
会

議
「
部
長
サ
ミ
ッ
ト
」

を
10
月
21
日
、
水
戸

プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
で
開

催
し
、
女
性
部
長
33

名
が
出
席
し
た
。

　
当
初
、
９
月
24
日

に
開
催
予
定
で
あ
っ

た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ

第
５
波
の
影
響
で
１

か
月
の
延
期
開
催
と

な
っ
た
。

　
部
長
会
議
で
は
、

各
部
長
自
己
紹
介
の

後
、
宮
本
会
長
が
議

長
と
な
り
第
３
代
県

女
性
連
の
活
動
方
針

や
こ
れ
か
ら
の
女
性

部
事
業
の
事
業
目
的

を
丁
寧
に
説
明
し

た
。

　
ま
た
、
事
前
に
各

女
性
部
の
現
状
や
課

題
、
取
り
組
み
た
い

事
業
等
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
実
施
。
そ

の
調
査
結
果
を
各
女

性
部
間
で
共
有
し
、

今
後
の
女
性
部
活
動

に
お
い
て
情
報
交
換

や
事
業
実
施
す
る
際

に
役
立
て
て
ほ
し
い

と
述
べ
た
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

は
各
商
工
会
女
性
部

長
を
対
象
に
実
施
し
、

結
果
に
つ
い
て
は
抜

粋
し
て
以
下
の
と
お

り
に
報
告
す
る
。

【
令
和
４
年
度
事
業

に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
】

《
１
》
若
い
層
（
50

代
以
下
）
の
各
商
工

会
女
性
部
事
業
の
参

加
率
は
58
％
で
あ
っ

た
。

《
２
》
各
商
工
会
女

性
部
に
お
け
る
若
い

層
を
中
心
に
し
た
事

業
の
有
無
は
、
83
％

が
「
無
い
」
と
の
回

答
で
あ
っ
た
。

《
３
》
い
ば
ら
き
レ

デ
ィ
ー
ス
カ
レ
ッ
ジ

の
開
催
日
数
・
講
座

数
・
そ
の
内
容
に
つ

い
て
は
、
１
日
開
催

と
２
日
開
催
の
希

望
割
合
は
約
50
％
で

あ
っ
た
。
講
座
数
に

つ
い
て
は
、
63
％
が

１
～
２
講
座
と
回
答

さ
れ
、
残
り
は
３
～

６
講
座
と
回
答
。
内

容
は
、
23
名
の
部
長

が
著
名
人
の
招
聘
を

希
望
さ
れ
た
。
そ
の

他
、
経
営
、
Ｉ
Ｔ
、

最優秀賞に輝いた増田さん

部
長
サ
ミ
ッ
ト
を
開
催

～
第
３
代
県
女
性
連
宮
本
会
長
所
信
表
明
～

宮本会長を囲む受賞者の皆様

所信表明する宮本会長

会場の様子

女性部
部長会議
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茨
城
県
商
工
会
連

合
会
（
宮
本
正
枝
県

女
性
連
会
長
）
は
、

11
月
26
日
に
、
つ

く
ば
国
際
会
議
場

大
ホ
ー
ル
に
お
い

て
「
い
ば
ら
き
レ

デ
ィ
ー
ス
カ
レ
ッ

ジ
」
を
開
催
し
た
。

　
同
カ
レ
ッ
ジ
は
、

女
性
部
員
の
資
質
と

女
性
力
の
向
上
を
目

的
に
平
成
26
年
度
か

ら
開
催
し
て
い
る
。

　
今
回
は
、
劇
作
家
・

演
出
家
・
俳
優
で
活

躍
中
の
、
渡
辺
え
り

氏
を
講
師
に
迎
え
、

「
新
た
な
知
を
生
む

地
方
創
生
」
～
夢
み

る
力
・
ふ
る
さ
と
の

力
～
を
テ
ー
マ
に
、

経
験
談
や
自
分
の
役

割
、
人
生
の
生
き
方

に
つ
い
て
ユ
ー
モ
ア

を
交
え
な
が
ら
様
々

な
視
点
で
講
義
が
行

わ
れ
た
。

　
ま
た
、「
い
ば
ら

き
レ
デ
ィ
ー
ス
カ

レ
ッ
ジ
」
に
つ
い
て
、

こ
の
た
び
受
講
者
の

ア
ン
ケ
ー
ト
が
次
の

と
お
り
ま
と
ま
っ
た

の
で
、
そ
の
概
要
を

報
告
す
る
。

【
第
一
問
】
受
講
者

の
年
齢
構
成
・
・
70

歳
代
以
上
が
47
％
で

最
も
多
く
、
次
に
60

歳
代
以
上
・
50
歳
代

と
続
い
た
。

【
第
二
問
】
受
講
者

の
身
分
構
成
・
・
女

性
部
役
員
が
49
％
と

最
も
多
く
、
次
に
一

般
部
員
・
部
員
以
外

の
商
工
会
会
員
と
続

い
た
。

【
第
三
問
】
セ
ミ
ナ
ー

参
加
の
感
想
・
・
全

体
を
通
し
て
「
役
に

立
っ
た
」
が
49
％
を

占
め
、
次
に
「
と
て

も
役
に
立
っ
た
」
が

45
％
と
、
９
割
の
受

講
者
が
概
ね
役
に

立
っ
た
と
の
感
想
で

あ
っ
た
。

【
第
四
問
】
女
性
部

活
動
へ
の
参
加
状

況
・
・「
よ
く
参
加

し
て
い
る
」
が
75
％
、

「
時
々
参
加
し
て
い

る
」
が
22
％
と
、
ほ

と
ん
ど
全
員
の
受
講

者
が
女
性
部
活
動
に

参
加
し
て
い
る
。

【
第
五
問
】
今
回
の

セ
ミ
ナ
ー
で
の
講

義
の
内
容
・
・「
と

て
も
役
に
立
っ
た
」

52
％
、「
役
に
立
っ

た
」
36
％
で
あ
っ
た
。

【
第
六
問
】
受
講
の

い
ば
ら
き
レ
デ
ィ
ー
ス
カ
レ
ッ
ジ
２
０
２
１
開
催

いばらきレディースカレッジ２０２１

　
商
工
会
女
性
部
全

国
大
会
が 

「
よ
う
こ
そ

お
ん
せ
ん
県
お
お
い
た

へ
～
湧
き
出
す
女
性
パ

ワ
ー
で
真
心
の
お
も
て

な
し
～
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
、
２
月
15
日
に

大
分
県
別
府
市
「
別
府

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー 

ビ
ー
コ
ン
プ
ラ

ザ
」
に
お
い
て
、
現
地

と
リ
モ
ー
ト
に
よ
る
参

加
を
可
能
と
し
た
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ト
方
式
で
開
催

さ
れ
た
。

　
当
初
、
令
和
２
年
10

月
開
催
予
定
で
あ
っ
た

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響

で
全
女
性
連
大
会
実
行

委
員
会
は
多
く
の
課
題

等
に
直
面
、
２
回
の
延

期
、
開
催
方
式
の
変
更

な
ど
の
様
々
な
感
染
症

対
策
を
講
じ
盛
大
に
実

施
し
た
。

　
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
を
活

用
し
た
リ
モ
ー
ト
に
よ

る
参
加
者
は
２
０
０
０

名
を
超
え
、
全
国
各
地

の
部
員
は
ラ
イ
ブ
配
信

を
通
し
て
各
地
か
ら
熱

い
声
援
を
送
り
、
現
地

の
大
分
で
は
約
２
０
０

名
の
女
性
部
員
が
別
府

の
地
に
一
堂
に
会
し
た
。

　
第
１
部
の
大
会
セ
レ

モ
ニ
ー
で
は
、
大
分
県

広
瀬
知
事
が
「
女
性
の

笑
顔
麗
し
く
」
い
つ
も

笑
顔
を
忘
れ
な
い
柔
軟

な
発
想
で
地
域
と
共
に

活
動
し
て
い
る
商
工
会

女
性
部
が
欠
か
せ
な
い

存
在
で
あ
る
と
あ
い
さ

つ
。
そ
し
て
、
ビ
デ
オ

メ
ッ
セ
ー
ジ
に
て
全
国

連
宮
本
顧
問
（
参
議
院

議
員
）
が
登
壇
さ
れ
、

コ
ロ
ナ
禍
の
大
会
開
催

に
尽
力
さ
れ
た
す
べ
て

の
方
々
に
敬
意
と
感
謝

の
言
葉
を
込
め
て
あ
い

さ
つ
。

　
第
２
部
で
は
各
ブ

ロ
ッ
ク
の
代
表
に
よ
る

女
性
部
の
主
張
発
表
大

会
が
行
わ
れ
、
近
畿
ブ

ロ
ッ
ク
代
表
、
福
井
県

の
杉
早
苗
さ
ん
（
池
田

町
商
工
会
女
性
部
）
が

見
事
に
最
優
秀
賞
を
受

賞
さ
れ
た
。
審
査
中
は

基
調
講
演
が
行
わ
れ
、

「
あ
き
ら
め
な
い
心
」

を
テ
ー
マ
に
パ
ラ
リ
ン

ピ
ア
ン
の
中
西
麻
耶
さ

ん
が
講
演
さ
れ
た
。

　
本
来
で
あ
れ
ば
、
茨

城
県
女
性
連
役
員
研
修

を
兼
ね
た
大
会
参
加
を

予
定
し
て
い
た
が
、
オ

ミ
ク
ロ
ン
株
の
全
国
的

な
感
染
拡
大
の
影
響
で

役
員
研
修
は
中
止
と
な

り
、
当
会
か
ら
は
県
女

性
連
宮
本
会
長
の
み
現

地
参
加
と
な
っ
た
。

　
一
日
も
早
い
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

収
束
を
願
う
と
と
も
に
、

次
回
の
宮
城
大
会
に
は
、

茨
城
か
ら
の
参
加
が
叶

う
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

目

的
・
・「

教

養
・

知
識
を
深
め
る
た

め
」
が
42
％
と
最
も

多
く
、
次
に
「
興
味

が
あ
っ
た
た
め
」
が

37
％
で
あ
っ
た
。

【
第
七
問
】
今
後
希

望
す
る
講
義
内
容
・
・

「
文
化
講
演
」
が
20
・

４
％
と
最
も
多
く
、

「
経
営
・
ビ
ジ
ネ
ス

教
養
・
成
功
者
体
験
」

19
・
５
％
、「
地
域

振
興
・
ま
ち
づ
く
り
」

15
・
７
％
と
続
い
た
。

以
上
の
よ
う
に
今
回

の
セ
ミ
ナ
ー
は
概
ね

好
評
を
得
る
こ
と
が

で
き
た
。

　
県
女
性
連
で
は
、

令
和
４
年
度
も
引
き

続
き
レ
デ
ィ
ー
ス
カ

レ
ッ
ジ
の
開
催
を
計

画
し
て
お
り
、
更
な

る
女
性
力
の
向
上
に

役
立
つ
よ
う
な
セ
ミ

ナ
ー
に
な
る
よ
う
努

力
し
て
参
り
ま
す
。宮本会長より花束贈呈

熱心に講和する渡辺さん

オープニングセレモニー

“茨城県商工会女性部連合会の
ホームページがリニューアル“

http://ib-kenjyoren.org

第
22
回
商
工
会
女
性
部

全
国
大
会
開
催
in
お
お
い
た
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地地 域域 のの魅魅 力力再再 発発見見
　茨城県北茨城市。福島県との県境に位置する県内最北端の市であり、六角堂や近代日本芸術に大きな影響を与えた岡倉天心を称えた天心記念五浦

美術館など芸術的にも盛んな地であり、また山海の食材に恵まれた場所である。そんな北茨城市を代表する名産が「あんこう」である。

　目の前に広がる常磐沖は親潮（寒流）と黒潮（暖流）がちょうど交わることから、「潮目の海」とも呼ばれ、そこで獲れた魚は、良質で脂もよくのっ

ており、築地市場を中心とした各市場では大変高い評価を得ている。その中でも平目、目光と並び有名なのが「あんこう」である。

　グロテスクな見た目からは想像できない上品な白身とあん肝や胃袋など様々な食感が楽しめる通称「あんこうの七つ道具」と言われる部位を使用

した料理は地元の人々にも愛されるものとなっている。

　中でもあん肝をたっぷりとスープに溶かした味噌味の「あんこう鍋」は人気で、その濃厚な味を目当てに毎年多くの旅行客がこの土地に訪れる。

　そのあんこう鍋の原型とも言われ、まさに知る人ぞ知る郷土料理として近年評判を呼んでいるのが水を使わないあんこう鍋「どぶ汁」である。

　たっぷりのあん肝と特製の合わせ味噌を鍋の中で炒り合わせ、そこにあんこうの身と野菜を投入、

あとは具材から出る水分であん肝を伸ばしていくというシンプルな料理なのだが、通常のあんこう

鍋よりもさらに濃厚、正にあん肝の旨さを思いっきり味わえる逸品となっている。

　当館二ッ島観光ホテルでは具材はシンプルにあんこうの身と地元の農家さんが作る丸大根のみ。

丸大根は味が通常の青首大根よりも爽やかで、大量のあん肝のくどさを中和し、より食べやすい鍋

にしてくれる。あん肝の旨みを吸い込んだ丸大根は影の主役だ。

※提供期間は 11 月から 3月まで。

北茨城市 ーどぶ汁ー

　茨城県の東部に位置する大洗町では、太平洋に面した岬の丘上に「大
おお

洗
あらい

磯
いそ

前
さき

神
じん

社
じゃ

」がございます。

　創建は８５６年（斉
さい

衡
こう

３年）、中世には戦乱で荒廃し、近世になって水戸藩主の徳川光圀・綱
つな

條
えだ

により再興しました。本殿・拝殿・随神門が茨城県・

大洗町の文化財に指定されています。また、波が洗う海岸に建てられた「神磯の鳥居」も初日の出などで有名です。

　境内から涌く水は眼病に効くといわれ明治時代まで「目さらしの井」があり、神社前の海岸は潮
しお

湯
とう

治
じ

（病気治

療のため、海水につかること）で江戸時代から御祭神の御利益をいただこうと賑わっていたようです。

　現在も霊験あらたかな御神水を求めて多くの方が遠方よりお越しになります。

　東日本大震災では４ｍの津波が押し寄せたにもかかわらず、大洗町では津波での死者はいませんでした。「目さ

らしの井」があった辺りには今でも少し水が湧いていますが不思議なことに、この時には大量の水が湧き出しま

した。大洗町は断水していましたので、この御神水を求めて多くの町民が神社に訪れました。喉を潤すことで地

震で沈んだ心が癒えた方が多くいらっしゃったと思います。

　また、磯前神社の周辺には日本でもトップクラスの大型水族館「アクア

ワールド大洗」や夏に多くの海水浴客で賑わう、大洗海水浴場もございます。

　冬が旬のあんこう鍋を味わいながら神社周辺を散策するのもおススメ

です。

　四季折々の様々な魅力がいっぱいの大洗です。

　「疫病退散！」一日でも早くコロナ禍が終息することを願っております。

大洗町 ー歴史と文化の神社と御神水 ー

　茨城県民なら、鹿島神宮の名を一度は耳にしたことがあると思いますが、鹿島神宮について詳しく知らないという方も多いのではないでしょうか。

　鹿島神宮は北浦と鹿島灘に挟まれた鹿島台地上に創建されました。その歴史は神武天皇元年から現代にまで続き、鹿島神宮を守る周囲の樹叢がそ

の長い年月を感じさせます。鹿島神宮は、東北地方・関東地方を中心とする全国約 600 社の鹿島神社の総本社として格式高い神社であり、地元・遠

方からもお参りに来る方が後を絶ちません。武道の神様「武甕槌大神（タケミカヅチノオオカミ）」が御祭神として祀られており、地元のサッカーチー

ム・鹿島アントラーズもシーズン前に必勝祈願を行うほど。鹿島神宮の境内は国の史跡に、そして社殿は７棟が国の重要文化財に指定されているほ

か、多くの文化財を残し、現代にその歴史を伝えています。敷地面積はなんと約 21 万坪で東京ドーム 15 個分の広さがあり、実際に境内を散策して

みると敷地の広大さに驚きを感じます。地中深くまで埋まっていることで知られる要石、年始に 200 人もの人々が大寒禊を行う御手洗池など、様々

な由来のあるスポットばかりで見どころがたくさんあります。奥参道を歩いていると、鹿園があり神の使いとされるたくさんの鹿たちに餌のニンジ

ンをあげることができるふれあいスポットがあります。愛く

るしい小鹿をまじかで見ることができて、とても癒されます。

境内には、神使の鹿が石灯篭などに象られているので散策中

探してみてはいかがでしょうか。

　パワースポットや御朱印集めなど、神社仏閣巡りがブーム

となっている昨今、四季折々を感じられ、何度も足を運びた

くなる由緒ある鹿島神宮の魅力を県内外の方々にもっと発信

していきたいと思います。

鹿嶋市 ー常陸の国・茨城が誇る神社『鹿島神宮』 ー
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　2022 年大河ドラマの舞台にもなっている鎌倉時代。鎌倉と聞くと茨城県には所縁の無い場所のように感じてしまいますが、そんな鎌倉から続く歴

史を直に感じられる秘蔵スポットがつくば市北条には溢れています。今回はそんな北条の時代と歴史を巡る散策道をご紹介します。

　まずは北条商店街通り。この通りには４つもの国の登録有形文化財が存在しています。その中の一つである『矢

中の杜』。建材研究家である矢中龍次郎氏が建てたこの邸宅は、日本建築をベースに近代の和洋折衷の様式も取

り入れた豪邸です。豪華に彩られる邸宅で、時間を忘れるひとときを過ごしてみてはいかがでしょうか。そして『宮

本家住宅店蔵』。店蔵に入ると江戸商機や秘蔵の道具を直に見ることができます。一番大きな蔵は穀蔵から音蔵『宮

清大蔵』へと生まれ変わり、芸術文化の交流拠点として親しまれています。お昼のおすすめは宮清大蔵の隣に位

置する『釜揚うどん店あおやま』。薬味が豊富で自分好みの食べ方を見つけられる一品です。

　さらに商店街通りから堀側に入った裏堀通りを進みます。堀の名の通り、この通りには鎌倉初期に北条一帯を

治めていた多気太郎の命により造られた用水路が続いています。桜川から取水され、稲作の為に造られたこの用

水路には、『鎌倉殿の 13 人』にも登場し敵対する源氏である八田智家により戦の準備の為に掘ったも

のとされてしまい、多気太郎は謀反の罪に問われ刑に処されてしまったとされる歴史があります。非

業の最期を供養するための五輪塔が、裏堀を見下ろす丘の上に立っています。

　そして山側通り。絶景が楽しめるこの通りには神社や寺跡が並んでいます。心安らぐ場所でゆっく

りと歴史を感じてみてはいかがでしょうか。

　散策したあとは、文化財の一つであるカフェポステンで一休み。旧常陸北条郵便局を改装した店内

は当時の面影が残る、静かな雰囲気がとても素敵なお店です。

　今回紹介したのはほんの一部ですが、北条自慢の秘蔵スポット、歴史を感じられる町並みが皆さん

を待っています。

つくば市 ー歴史漂う北条散歩ー

　河内町は県南の最南端に位置し、利根川周辺の豊かな水源に恵まれた農業がさ

かんな町です。米作や野菜、花苗の育成など生産農家が多く、閑散期で使用して

いないビニールハウスを利用した、いちご狩りが楽しめるところもあります。（※

夢見るいちご研究所）また令和 4年 4月 17 日には河内町直売センターがリニュー

アル予定で、オープニングイベントには女性部が物販で参加する予定です。皆様

のお越しをお待ちしております。� （成島久美子　記）

店舗情報　株式会社ゲブラナガトヨ
　　　　　茨城県稲敷郡河内町田川 381　電話 0297-86-2346

　　　　　30 分食べ放題で、４歳以上 1800 円、４歳未満 900 円となります。いちごの生育状況や天候により、営業期間の変更があります。

河内町 ー河内町の『夢見るいちご研究所』ー

　「ここにもっと豊かな景観があればもっと良くなる。後の人にも残せるし、そ

れも大事なことだろう。」と堤防上に桜並木をつくる事に提言された人。その後

20 年見事に咲き誇る桜のトンネルが町のシンボルとなりました。桜づつみは約

900 メートルにわたり 182 本の植樹全て里親制になっています。「いばらきの宝

125」に五浦六角堂、袋田の滝、納豆と並んで「利根川桜づつみ」が選出されま

した。先人の苦労の元、毎年町のイベントとして「桜まつり」が盛大に開催されます。至る所に桜木がある利根町は、この時期町中がピンク色に染

まります。豊かな自然に包まれた利根町で桜と共にあなたのお越しをお待ちしています。

利根町 ー利根川桜づつみー

　八千代町の東蕗田天満社は、京都北野天満宮から御霊を

分祀し、1288 年に創建しました。

　豊かな緑に囲まれた鎮守の杜で、四季折々の自然の美しさを

身体いっぱいに感じ散策すると心を和ませてくれるでしょう。

　御朱印は、菅原道真公が詠んだ和歌や漢詩がしたためられていて、色鮮やかな絵柄も 20 種類以上あり、梅

や桜などの花をあしらったものや、織姫と彦星が手を取り合う姿、月でウサギが餅つきする姿など、季節感あ

るデザインものもあり、参拝者はこれらの中から気に入ったものを選べます。

　そして裏参道桜並木は約 200 メートルあり、満開になると毎年多くの人が花見に訪れるという名所となっ

ています。また、夜はライトアップされ、昼間と夜間の両方、桜見物が楽しめるようになっています。（ライトアッ

プは、コロナ感染対策で中止になる場合があります。）

　東蕗田天満社を満喫したあとは、常陸牛を自社で飼育し販売する『わぎゅう食堂くらもち』にて、常陸牛肉の

ステーキや煮込みハンバーグなどを是非ご堪能下さい。隣接する『倉持精肉店』

でも、常陸牛肉のほか、好評の

豚みそ漬けなどもお土産として

お買い求めいただけます。また、

店先には自家製ハンバーグなど

24 時間購入可能な自販機も設

置してます。

八千代町
東蕗田天満社

ライトアップされた桜の参道

 

八千代町役場 

八千代町商工会 

セブンイレブン 
東蕗田店 

わぎゅう食堂 
くらもち 

ローソン 
蕗田店 

安静小学校 

至 下妻 

至 
  
常 
総 

ＧＳコスモ石油 

東蕗田天満社 

県道２０号 

東中学校 

西豊田小学校 

ローソン 
八千代若店 

県道５６号 

変電所 

看板有り 

セブンイレブン 
茨城八千代沼森店 

筑波サーキット 

令和４年の限定御朱印

食堂と精肉店の併設した外観黒毛和牛ステーキ
ギフトにも最適な
豚みそ漬け
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（株）すずき
〒 304-0814　下妻市宗道 29

TEL 0296-44-3824

　
年
間
約
４
４
０
万
人
が
訪
れ
る
県
内
有
数

の
観
光
地
で
大
正
時
代
か
ら
続
く
老
舗
の
精

肉
総
菜
店
を
四

代
目
の
ご
主
人
、

後
継
者
と
な
る

息
子
さ
ん
と
営

ん
で
い
る
稲
石

明
美
さ
ん
。

　
扱
う
の
は
豚

肉
や
牛
肉
、
鶏

肉
を
は
じ
め
、

地
元
の
銘
柄

豚
や
常
陸
牛

も
あ
り
ま
す
。

　
お
店
の
名

前
は
鳥
孝
。
店

名
の
と
お
り
鶏

肉
は
新
鮮
で
品

質
も
良
く
、
特

に
評
判
も
高

い
で
す
。

　
代
々
受
け

継
が
れ
て
い
る
調
理

法
で
作
る
唐
揚
げ
は

絶
品
で
す
。

　
一
年
で
一
番
忙
し
い

ク
リ
ス
マ
ス
は
、
嫁
い

だ
娘
さ
ん
も
朝
か
ら

晩
ま
で
手
伝
い
家
族

が
団
結
す
る
と
て
も

大
事
な
時
期
に
な
っ

て
い
る
そ
う
で
す
。

地
元
の
お
客
様
か
ら

根
強
い
人
気
を
誇
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
お

店
を
切
り
盛
り
し
て

い
る
方
が
小
圷
弘
子

さ
ん
。
ご
主
人
と
二

人
三
脚
で
お
店
を
支

え
て
い
ま
す
。

　
体
に
気
を
使
っ
た

ラ
ン
チ
メ
ニ
ュ
ー
が
人

気
で
、
肉
・
野
菜
・
魚

が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
使

わ
れ
て
お
り
、
年
配

の
方
で
も
胃
袋
と
の

相
談
な
し
に
お
い
し

く
食
べ
ら
れ
る
よ
う

配
慮
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
他
に
お
す
す

め
な
の
が
、
材
料
に

こ
だ
わ
っ
た
手
作
り

ケ
ー
キ
。
驚
い
た
の
は

そ
の
ケ
ー
キ
を
作
っ
て

い
る
の
が
ご
主
人
だ

と
い
う
と
こ
ろ
。
奥
様

　
東
海
村
内
に

昭
和
レ
ト
ロ
な

喫
茶
店
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
名

は
「
マ
ド
モ
ア

ゼ
ル
」。
現
在

の
地
に
お
店
を

構
え
て
48
年
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
大
洗

に
訪
れ
る
人
も
激
減

し
て
い
る

中
で
、
家

族
が
お
互

い
支
え
合

い
、
伝
統

と
味
を
守

り
な
が
ら

安
心
安
全

な
食
べ
物

を
お
客
様

に
届
け
ら

れ
る
よ
う

心
が
け
て

ま
い
り
ま

す
。

　
大
洗
へ

お
越
し
の

際
は
、
鳥

孝
へ
ど
う

ぞ
お
立
ち

　
関
東
鉄
道
常
総

線
・
宗
道
駅
か
ら
徒

歩
五
分
ほ
ど
の
と
こ

ろ
に
創
業
一
〇
ニ
年

を
迎
え
た
『
す
ず
き

酒
店
』
は
あ
り
ま
す
。

和
風
な
佇
ま
い
で

す
が
酒
類
専
門
店
と

し
て
日
本
酒
、
焼
酎

に
限
ら
ず
洋
酒
ワ
イ

ン
、
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー

ル
と
幅
広
く
取
り

扱
っ
て
い
ま
す
。
ご

自
身
が
飲
ん
で
楽
し

む
こ
と
は
も
ち
ろ
ん

で
す
が
『
贈
る
愉
し

み
』
の
お
手
伝
い
が

で
き
た
ら
嬉
し
い
な

と
思
い
店
創
り
を
心

が
け
て
い
ま
す
。

　
一
昨
年
よ
り
地
元

近
隣
の
果
物
を
使
っ

た
オ
リ
ジ
ナ
ル
サ
イ

ダ
ー
の
販
売
を
手
掛

け
、
道
の
駅
や
ホ
テ

ル
の
お
土
産
品
と
し

て
の
販
路
も
広
げ
て

い
ま
す
。

　『
こ
の
地
で
生
き

残
っ
て
い
く
』
覚
悟

を
も
っ
て
商
売
を
す

る
こ
と
は
こ
の
ご
時

世
、
決
し
て
安
易
な

こ
と
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
息
子
も
後
継

者
と
し
て
携
わ
る
よ

う
に
な
り
、
新
た
な

客
層
を
取
り
込
む
た

め
Ｓ
Ｎ
Ｓ
発
信
や
店

頭
イ
ベ
ン
ト
な
ど
積

極
的
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。『
物
よ
り

人
を
売
る
』
を
モ
ッ

ト
ー
に
若
い
力
が
奮

闘
す
る
姿
に
ま
だ
ま

だ
負
け
て
は
い
ら
れ

　
美
浦
村
大
谷
に
あ

る
立
派
な
長
屋
門

に
、
江
戸
文
字
で
書

か
れ
た
看
板
が
印
象

的
な
古
民
家
カ
フ
ェ

「
食
工
房JU

S
T

」
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

　
自
宅
に
あ
る
長
屋

門
を
大
改
装
し
令
和

１
年
11
月
１
日
開

業
。
笑
顔
の
素
敵
な

ご
夫
婦
が
「
食
べ
て

く
だ
さ
る
皆
様
の
食

と
健
康
志
向
を
図
り

た
い
」
と
、
自
家
製

野
菜
や
果
物
・
地
元

食
材
を
使
用
し
、
素

材
を
生
か
し
自
然
な

味
に
仕
上
げ
た
手

作
り
の
お
惣
菜
と
シ

フ
ォ
ン
ケ
ー
キ
を
提

供
し
て
い
ま
す
。

　
お
店
に
入
っ
て
す

ぐ
の
カ
ウ
ン
タ
ー
に

は
テ
イ
ク
ア
ウ
ト

用
の
お
惣
菜
が
ズ

ラ
リ
。
奥
さ
ん
が
た

く
さ
ん
の
レ
パ
ー

ト
リ
ー
の
中
か

ら
日
替
わ
り
で
メ

ニ
ュ
ー
を
決
め
調

理
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
ご
主
人

が
担
当
し
て
い
る

シ
フ
ォ
ン
ケ
ー
キ

は
30
種
類
以
上
の

レ
パ
ー
ト
リ
ー
の

な
い
と
肝
に
銘
じ
る

『
燗
番
女
将
』
ド
タ

バ
タ
の
毎
日
を
覗
き

に
是
非
い
ら
し
て
み

て
下
さ
い
。

（
鈴
木
　
幸
子
　
記
）

食工房JUST
〒 300-0413　稲敷郡美浦村大谷 908

TEL：070-4433-3293

寄
り
下
さ
い
。

（
関
根
記
代
江
　
記
）

中
か
ら
６
種
類
程

度
、
日
替
わ
り
で
販

売
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
お
話
を
伺
っ
て
い
る

間
に
も
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

の
方
な
ど
が
お
惣
菜

を
買
い
に
来
ら
れ
、
奥

様
が
テ
キ
パ
キ
と
対

応
し
て
お
り
ま
し
た
。

　「
日
々
勉
強
で
す
」

と
お
話
し
す
る
お
二

人
は
楽
し
ん
で
お
店

に
立
っ
て
い
る
よ
う

で
し
た
。

（
齋
藤
　
光
子
　
記
）

張り切り張り切り
美　　人美　　人

の
丁
寧
な
指
導
の
お

か
げ
で
、
お
菓
子
作

り
な
ど
や
っ
た
こ
と
が

な
か
っ
た
ご
主
人
が
、

今
で
は
プ
ロ
級
の
ケ
ー

キ
を
作
れ
る
ま
で
に

な
っ
た
そ
う
で
す
。

　
お
客
様
の
お
い
し

い
！
の
一
言
を
生
き

が
い
に
、
一
日
で
も

長
く
続
け
ら
れ
る
よ

う
に
頑
張
る
と
最
高

の
笑
顔
で
話
し
て
く

れ
た
小
圷
さ
ん
。
そ

の
笑
顔
に
会
い
に
是

非
一
度
お
立
ち
寄
り

く
だ
さ
い
。

（
橋
本
　
敏
子
　
記
）
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本
年
度
も
未
だ
に

収
束
の
見
え
な
い
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
に
よ
り
、
昨

年
に
引
き
続
き
、
事

業
の
実
施
が
危
ぶ
ま

れ
る
中
、
笠
間
市
商

工
会
女
性
部
で
は

「
コ
ロ
ナ
禍
で
も
女

性
部
ら
し
さ
を
忘
れ

ず
に
」
と
い
う
気
持

ち
を
持
ち
お
花
に
関

す
る
事
業
を
積
極
的

に
実
施
い
た
し
ま
し

た
。

　
７
月
の
中
旬
に
は

笠
間
市
商
工
会
女
性

部
で
は
初
め
て
と
な

る
「
寄
せ
植
え
教
室
」

を
実
施
し
ま
し
た
。

ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス

タ
ン
ス
を
保
て
る
よ

う
各
回
人
数
制
限
を

設
け
ま
し
た
が
、
そ

の
分
開
催
回
数
を
３

回
と
し
、
コ
ロ
ナ
禍

で
も
多
く
の
女
性
部

員
が
参
加
で
き
る
よ

う
な
体
制
で
取
り
組

み
ま
し
た
。
ま
た
、

12
月
に
も
笠
間
会
場

と
友
部
会
場
に
会
場

を
分
け
、
フ
ラ
ワ
ー

ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教

室
を
開
催
し
、
各
事

業
に
参
加
し
た
女
性

部
員
か
ら
は
お
花
の

お
か
げ
で
リ
ラ
ッ
ク

ス
出
来
る
等
喜
び
の

声
が
多
く
あ
り
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
声

を
大
事
に
こ
れ
か
ら

も
笠
間
市
商
工
会
女

性
部
は
コ
ロ
ナ
禍
に

お
い
て
も
女
性
部
ら

し
さ
を
忘
れ
ず
活
動

に
取
組
ん
で
い
き
ま

す
。

�

（
大
関
　
久
子
　
記
）

　
石
岡
市
八
郷
商
工

会
（
谷
田
部
信
子
部

長
）
は
12
月
７
日
、

商
業
施
設
研
修
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　
守
谷
市
に
あ
る

ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
工
場

「
ア
サ
ヒ
ス
ー
パ
ー

ド
ラ
イ 

ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
」
を
見
学
。
案

内
係
の
方
か
ら
、
東

京
ド
ー
ム
９
個
分

に
も
な
る
工
場
で

の
生
産
数
は
、
１

日
で
約
５
９
０
万

本
（
３
５
０
ml
缶
換

算
）
に
及
ぶ
と
解
説

し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ま
た
、
リ
サ
イ

ク
ル
展
示
コ
ー
ナ
ー

で
は
、
原
料
か
ら
容

器
ま
で
、
再
資
源

化
１
０
０
％
を
達
成

し
て
い
る
こ
と
を
学

び
、
持
続
可
能
な
製

造
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
ら
れ
ま
し
た
。

屋
上
階
に
あ
る
ス
ー

パ
ー
ド
ラ
イ
ホ
ー
ル

で
は
、
試
飲
や
ビ
ー

ル
の
泡
に
文
字
や
画

像
を
描
く
泡
プ
リ
ン

タ
ー
を
体
験
。
ア
サ

ヒ
ビ
ー
ル
の

「
旨
さ
の
秘

訣
」
を
勉
強

す
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。

　
ま
た
、
牛

久
シ
ャ
ト
ー

に
も
立
ち
寄

り
、
昼
食
を

堪
能
。

　
車
内
で
は

雑
談
に
花
を

咲
か
せ
、
親
睦
を
深

め
る
良
い
機
会
と
な

り
ま
し
た
。

（
入
江
テ
イ
子
　
記
）

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響

で
地
域
は
一
変
し
、
女

性
部
の
活
動
も
様
々

な
制
限
の
中
、
事
業

の
工
夫
が
求
め
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
こ
う
し
た
中
、
商

工
会
に
来
所
さ
れ
る

方
々
の
「
心
の
癒
し
」

に
し
た
い
と
の
思
い

か
ら
、
商
工
会
の
エ

ン
ト
ラ
ン
ス
ス
ペ
ー

ス
を
活
用
し
、
専
門

家
を
入
れ
た
本
格
的

な
「
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ

事
業
」
を
開
始
し
ま

し
た
。
女
性
部
員
が

草
花
の
花
摘
み
や
水

や
り
、
そ
し
て
花
々

の
植
え
替
え
を
季
節

ご
と
に
行
い
管
理
し

て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
の
イ

ベ
ン
ト
も
限
ら
れ
た

中
、
子
供
達
に
少
し

で
も
喜
ん
で
も
ら
い

た
い
と
い
う
思
い
か

ら
、
商
工
会
館
前
に

設
置
さ
れ
た
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
の
会
場

内
に
お
い
て
お
菓
子

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
配
布

を
四
回
実
施
致
し
ま

し
た
。
毎
回
、
行
列

が
出
来
る
ほ
ど
好
評

で
、
地
域
の
方
々
に

は
大
変
喜
ん
で
頂
き

ま
し
た
。

　
ま
だ
先
の
見
え
な

い
不
安
な
状
況
が
続

い
て
い
ま
す
が
、
会

館
前
に
咲
い
た
色
鮮

や
か
な
花
々
を
見

て
、
心
を
和
ま
せ
、

花
で
癒
し
を
感
じ
て

頂
け
る
よ
う
、
今
、

私
達
に
出
来
る
こ
と

を
部
員
一
丸
と
な
り

取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

（
門
井
　
み
ち
子
　
記
）

笠間市商工会女性部
コロナ禍でも女性部らしさを!!

　
令
和
３
年
11

月
17
日
㈬
13
時

か
ら
取
手
市
福

祉
会
館
に
て
部

員
研
修
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
感
染
防

止
対
策
を
徹
底

し
、
県
南
９
地

区
よ
り
約
50
名

の
部
員
が
参
加

し
ま
し
た
。

　
内
容
は
、
第

１

部
『

空

き

家

再

生

事

業

に

よ

っ

て

生

ま

れ

変

わ

っ

た
「A

te
lie
r 

ju-tou

」』
堤
さ
ん
の

お
話
を
伺
い
ま
し

た
。
そ
し
て
第
２
部

で
は
体
験
セ
ミ
ナ
ー

と
し
て
、
自
分
の
心

と
体
の
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
（
太
極
拳
）、
お

店
の
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

（
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
）、

廃
材
を
利
用
し
た
小

物
づ
く
り
（
ク
リ
ス

マ
ス
フ
レ
ー
ム
）
な

ど
す
ぐ
に
日
常
に
取

り
入
れ
る
こ
と
が
で

き
る
内
容
を
体
験
し

ま
し
た
。

　
第
１
部
の
堤
さ
ん

の
お
話
で
は
、
や
さ

し
さ
の
中
に
信
念
を

強
く
持
っ
て
い
る
方

だ
な
と
感
じ
ま
し

た
。
こ
こ
で
何
を
発

信
し
た
い
の
か
、

ど
ん
な
こ
と
を

成
し
遂
げ
た
い

の
か
が
明
確
に

な
っ
て
い
て
、
６

年
目
を
迎
え
ま

す
ま
す
求
め
ら

れ
る
場
と
な
っ

て
い
く
こ
と
と

思
わ
れ
ま
す
。

　
次
年
度
の
研

修
会
は
開
催
時

期
に
つ
い
て
も

検
討
し
、
参
加

し
た
く
な
る
内
容
に

し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

（
成
島
久
美
子
　
記
）

県南地区部員研修会

若手後継者育成事業「住み続けられるまちづくり
～ SDGS17 の持続可能な開発目標より

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
拡
大

に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま

で
継
続
し
て
き
た
事

業
が
実
施
で
き
ず
、

こ
れ
を
機
に
コ
ロ
ナ

禍
で
も
活
動
出
来
る

事
業
を
計
画
し
ま
し

た
。

　
一
つ
目
は
、
元
気

で
若
々
し
く
、
コ
ロ

ナ
に
負
け
な
い
体
力

づ
く
り
を
キ
ー
ワ
ー

ド
に
健
康
体
操
教
室

を
開
催
し
て
い
ま

す
。
月
に
二
回
、
プ

ロ
の
ト
レ
ー
ナ
ー
の

指
導
の
下
、「
姿
勢

改
善
」「
ぽ
っ
こ
り

お
腹
対
策
」
等
、
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を

取
り
入
れ
な
が
ら
、

和
気
藹
藹
と
楽
し
く

『
体
力
づ
く
り
』
が

で
き
て
い
ま
す
。

　
二
つ
目
は
、Z

O
O
M

講
習
会
で
す
。
コ

ロ
ナ
対
策
の
一
環
と

し
て
会
議
な
ど
は

リ
モ
ー
ト
で
行
い
た

い
！
と
い
う
こ
と
で
、 Z

O
O
M

に
つ
い

て
学
び
、
実
際

に
体
験
し
ま
し

た
。
対
面
か
ら

リ
モ
ー
ト
へ
の

第
一
歩
と
な
り

ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら

も
継
続
事
業

と
新
規
事
業

と
を
並
行
し

な
が
ら
、
女
性

部
を
盛
り
上

げ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

（
篠
﨑
　
幸
子
　
記
）

　
大
子
町
商
工
会
女

性
部
で
は
、
毎
年
「
百

段
階
段
で
ひ
な
ま
つ

り
」
を
盛
大
に
開
催

し
て
い
ま
す
。
ひ
な

ま
つ
り
の
時
期
に
合

わ
せ
て
一
日
限
り
で
開

催
し
、
当
日
は
町
内

外
か
ら
約
３
万
人
の

来
場
者
が
訪
れ
、
町

が
賑
や
か
に
な
り
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
、

今
年
の
開
催
に
つ
い

て
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
対
策
が
十

分
に
で
き
な
い
事
か

ら
、
昨
年
に
引
き
続

き
開
催
を
見
送
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

活
動
が
制
限
さ
れ
る

中
、
何
か
出
来
る
事

は
な
い
か
と
話
し
合

い
を
繰
り
返
し
、
次

年
度
の
ひ
な
ま
つ
り

イ
ベ
ン
ト
へ
の
開
催

に
向
け
た
新
た
な
事

業
と
し
て
、
ひ
な
ま

つ
り
の
メ
イ
ン
通
り

に
ビ
オ
ラ
の
寄
せ
植

え
を
配
置
す
る
作
業

を
行
い
ま
し
た
。
商

工
業
を
営
む
人
達
だ

か
ら
こ
そ
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
部
員
全

員
で
手
際
よ
く
作
業

が
出
来
た
た
め
、
予

定
時
間
よ
り
大
幅
に

早
く
作
業
を
終
え
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
冬
の

寒
さ
に
負
け
ず
、
健

気
に
力
強
く
咲
く
ビ

オ
ラ
の
よ
う
に
女
性

部
一
同
、
力
を
合
わ
せ

て
活
動
に
励
ん
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

（
大
森
　
有
紀
　
記
）

「
新
た
な
事
業
で
町
に
彩
り
を
」

関
東
有
数
の
ビ
ー
ル
工
場
へ

大
子
町
商
工
会
女
性
部

石
岡
市
八
郷
商
工
会
女
性
部

コ
ロ
ナ
禍
の
中
　
体
力
づ
く
り

筑
西
市
商
工
会
女
性
部

～女性部が目指すもの～～女性部が目指すもの～

今
、
私
達
に
出
来
る
こ
と
　「
花
で
癒
し
を
！
」

鉾
田
市
商
工
会
女
性
部




